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今
年
は
、
全
日
本
登
山
大
会
と

ミ
ニ
国
体
と
大
き
な
大
会
を
引
受

け
て
岳
連
の
方
々
に
大
変
御
苦
労

か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

全
日
本
登
山
大
会
は
地
元
の
大

滝
村
の
御
好
意
で
大
変

ス
ム
ー
ス

に
大
会
を
開
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
六
月
中
旬
は
梅
雨
期
で
も
あ

り
天
候
を
心
配
し
ま
し
た
が
幸
い

大
雨
に
も
な
ら
ず
、
十
九
日
に
は

梅
雨
期
に
は
珍
ら
し
く
青
空
さ
え

見
え
る
ほ
ど
の
天
気
に
恵
れ
幸
い

で
し
た
。

参
加
な
さ

っ
た
岳
人
の
方
々
も
、

埼
玉
岳
連
の
受
入
れ
体
制
に
対
し

好
感
を
持

っ
て
下
さ

っ
た
よ
う
で

会
員
の
皆
様
の
御
協
力
を
今
更
の

よ
う
に
有
難
い
と
思

っ
て
居
り
ま

す
。ミ

ニ
国
体
は
八
月
中
旬
で
例
年

に
な
い
猛
烈
な
暑
さ
の
中
で
の
大

会
だ

っ
た
の
で
、
選
手
も
御
手
伝

し
て
下
さ
る
岳
連
の
人
達
も
さ
ぞ

苦
し
い
大
会
で
あ

っ
た
と
思
い
ま

し
た
。
準
備
段
階
で
相
当
数
の
日

射
病
の
病
人
が
出
る
と
心
配
し
て

居
り
ま
し
た
が
、
選
手
の‥
皆
様
や

岳
連
や
地
元
の
方
々
の
頑
張
り
で

埼
玉
県
山
岳
連
盟

会

長

清

水

武

甲

最
少
限
に
押
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

ミ
ニ
国
体
も
地
元
の
小
鹿
野
町

の
関
係
者
の
方
々
に
大
変
お
骨
折

り
を
頂
き
ま
し
た
。
全
日
本
登
山

大
会
、
ミ
ニ
国
体
共
大
事
な
く
終

了
出
来
た
の
も
、
地

‥
元
の
方
々
の

援
助
が
あ

っ
て
こ
そ
と
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

両
大
会
の
普
番
県
の
漬
任
堵
で
´

あ
る
私
が
体
調
を
‐崩

ｔ
大
会
に

―‐
参

加
す
る
こ
と
も
出
来
ず
ヽ
役
員
の

方
々
に
―‐迷
惑
を
か
０
‐て，し
■
‐った

こ
と
を
申
訳
な
く
思

っ
て
居

‐
―り
ま

す
。
　
　
一　
一

・　
　
　
．　
・

第
η
回
全
日
本
登
山
体
育
大
会
を
終
え
て

埼
玉
県
山
岳
連
盟

理
事
長
　
田
　
中
　
文
　
男

第
２２
回
全
日
本
登
山
体
育
大
会

¨

は
、
埼
玉
岳
連
主
管
の
も
と
に
、　
一

奥
秩
父

・
甲
武
信
岳
を
申
心
に
６

一

月
１７
日
１
１９
日
の
３
日
潤
開
催
さ

一

れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

全
国
か
ら

一
九
〇
名
の
方
々
が

¨

参
加
さ
れ
、
大
成
功
で
し
た
。
運

¨

営
を
委
託
さ
れ
た
私
共
と
し
ま
し

¨

て
も
、
せ

っ
か
ぐ
全
国
か
ら
お

‐
出

一

か
り
下
さ
る
の
ｔ
す
か
ら
、
少
し

一

て
ヽ
楽
ｔ
く
山

＾

‐
登
ち
て
い
・■
だ

¨

旗
囀
曖
狂
肺
騰
晴
場
檄
に
な

つ し
金
。¨

も
正
確
な
参
加
人
員
が
っ
か
め
ま

一

せ
ん
。
宿
合
の
問
題
、
車
０
手
配
一

な
ど
、
あ
わ
て
っ
放
し
て
し
た
。

し
か
し
、
競
技
運
営
の
た
め
、

力
を
貸
し
て
下
さ
っ
た
地
元
大
滝

村
、
秩
父
岳
連
の
皆
さ
ん
、
一県
岳

連‐
０
役
員
の
方
々
の
こ
一協
力
に
ょ

り
ぃ
な
ん
と
か
形
を
整
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

正
直
な
と
こ
ろ
、
日
山
協
か
ら

正
式
の
依
頼
が
あ

っ
た
の
が
５７
年

秋
の
こ
と
で
す
。
理
事
会
に
図
り

ま
す
と
、
で
き
る
こ
と
な
ら
ご
辞

退
し
た
い
と
い
う
意
見
が
多
か
っ

た
と
思

い
ま
す
。

し
か
し
、
清
水

会
長
は
、
も
し
、

ど
ん
な
形

で
も

良
い
と
い
う
の
な
ら
、

お
引
受
け

し
た
ら
と
助
言
が
あ
り
開
催

に
踏

み
切
り
ま
し
た
。

開
催
し
て
み
る
と
、
後
刻
、
次

々
と
礼
状

が
全
国

か
ら
参
り
ま
し

た
っ
　
″
良

か

っ
た
″
　
″
嬉

し
い
山

行
だ

っ
た
″
　
″
楽

し
か

っ
た
″

″
ご
苦
労
様
″
な
ど
と
、

さ
ま
ざ

ま
で
し
た
が
、

こ
れ

に
は
感
激

し

ま
し
た
。
全
部

で
１９
通
も
あ
り
ま

し
た
。

考
え
て
み
ま
す
と
、
色

々
と
文

句
ば

っ
か
り
申

し
上
げ
る
私

に
、

よ
く
も
ま
あ
県
岳
連

の
皆

さ
ん
は

お
手
伝

い
下
さ

っ
た
も

の
と
、
赤

面
す
る
と
同
時

に
心

か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

と
も
あ
れ
何

か
は

や

っ
て
み
る
も

の
だ
と
思

い
ま
す
。

心
が
ひ
と

つ
に
通

い
あ
い
ま
す
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
作
り
に
は
良

い
勉

強
で
し
た
。

最
後

に
な
り
ま

し
た
が
、
秩
父

や
地
元
の
方

々
、
県
岳
連

の
皆
さ

ん
に
は
大
変

お
世
話

に
な
り
ま
し

た
。
厚
く

お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
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昭
和
５８
年
６
月
１７
日
づ
・９
日

奥
秩
父
　
甲
武
信
岳

・
十
文
字
峠

Ａ

コ
ー

ス
　
ＣＬ
井
古
日
忠
男

梅
雨
時
一期
の
中
で
行
な
わ
れ
た

第
２２
回
全
日
本
登
山
体
育
大
会
は

当
日
よ
り
雨
で
開
幕
と
な
る
。
６

月
１７
日
は
栃
本
民
宿
泊
一、
昨
日
の

雨
が
少
し
小

‐降
り
に
な
る
が
、
今

日
は
甲
武
信
小
屋
泊
で
あ
り
、
６

時
に
車
で
出
‐発

す
る‐
。
中
津
峡
を

通
り
、
三
国
峠
ま
で
車
で
入
る
。

峠
で
は
登
山
―の‐
ｔ
億
い　
‐連
絡
等
を

新ぃ路約‐‐‐班８０‐と名も‐晰登‐‐‐気は縄剛い財

生
林
の
中
を
長
蛇
の
ご
と
く
、
十

文
字
小
屋
に
向
け
て
進
む
。
少
し

調
子
の
悪
い
人
も
出
た
が
Ｂ
コ
ー

ス
に
編
入
し
て
も
ら
う
事
に
し
て
、一

．雨
の
中
を
行
動
す
る
。　
　
　
　
　
一

Ｈ
時
頃
、
十
文
字
へ
屋

へ
着
き
、
一

早
い
昼
食
に
す
る
。
小
屋
の
人
に

一

連
絡
し
Ｂ
コ
■
ス
ヘ
数
人
変
更
の

一

連
絡
を
し
て
我
々
は
甲
武
信

へ
向

スフ
。大

山
の
近
く
で
は
遅
れ
て
咲
い

て
い
る
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
本
大
会
参

加
者
の
心
を
な
ぐ
さ
め
る
か
の
よ

う
に
咲
い
て
い
た
。
雨
も
上
り
、

三
宝
山
の
頂
上
で
全
員
揃

っ
て
小

休
止
を
取
り
甲
武
信
岳

へ
向
う
。

雲
も
切
れ
、
頂
上
で
は
大
会
を

歓
迎
し
て
罰
度
の
展
望

で
あ
る
。

但
し
３０
分
間
だ
け
で
あ

っ
た
。
頂

上
で
の
記
念
写
真
な
ど
を
撮
り
小

屋

へ
向
う
。
今
日
の
労
を
取
る
た

め
各
班
と
も
整
理
体
操
を
し
て
小

屋

へ
入
る
。

本
日
の
行
動
報
告
を
栃
本
の
本

部

へ
連
絡
し
、
懇
親
会
を
開
催
す

る
。
小
屋
の
千
島
兼

一
氏
の
紹
介

か
ら
始
ま
り
１
山
小
屋
か
ら
酒
の

サ
ー
ビ
ス
し
て
も
ら
い
…
。
明
日

の
行
動
予
定
を
連
絡
し
役
員
も
夕

食
と
す
る
。

６

月

１９

日

　

　

　

　

　

　

　

　

一

５
時
２０
分
山
小
屋
を
出
発
す
る
。一

笹
平
、
破
不
山
を
通
り
、
雁
坂
嶺

¨

で
高
山
植
物
を
見
な
が
ら
約
１
時

¨

間
の
休
憩
を
取
り
、
突
出
峠
、
雁

一

道
場
を
経
由
し
、
ナ

メ
リ
沢
出
合

に
着
き

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
三
峰
神

社
で
の
閉
会
式
場

へ
向
う
。

今
回
の
山
行
で
千
回
山
行
達
成
、

８０
才
で
Ａ
コ
ー
ス
に
参
加
し
て
下

さ
っ
た
方
、
今
年
は
見
ら
れ
な
い

と
思

っ
て
い
た
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
見

ら
れ
た
り
、
雨
に
け
む
る
原
生
林

な
ど
数
多
く
の
思
い
出
が
あ
り
、

特
に
各
都
道
府
県
の
皆
様
に
は
、

多
数
ご
参
加
下
さ
い
ま
し
て
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｂ

コ
ー

ス
　
　
ＣＬ
新
井
宏
司

梅
雨
の
季
節
に
も
か
か
わ
ら
ず

全
国
か
ら
多
数
の
参
加
者
が

一
同

に
集
り
、
奥
秩
父

。
甲
武
信
岳
を

主
会
場
に
三
日
間
の
幕
が
あ
き
、

第
２２
回
全
日
本
登
山
体
育
大
会
が十文字峠付近にて

行
わ
れ
た
。

第

一
日
の
受
付

の
大
滝
中
学
校

に
は
、
小
雨
が
時
々
ま
う
あ
い
に

く
の
天
候
で
あ

っ
た
が
、
地
元
の

盛
沢
山
の
接
待
で
い
や
が
う
え
に

も
大
会
が
盛
り
上
り
、
特
に
秩
父

ば
や
し
に
お
い
て
は
、

ア
ン
コ
ー

ル
の
盛
大
な
拍
手
で
あ
り
ま
し
た
。

式
の
終
了
後
、
参
加
者
は
用
意

さ
れ
た

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
各
民
宿

へ
分
散
し
て
行

っ
た
。
私
達
の
宿

泊
メ
ン
バ
ー
は
秋
田
県
、
滋
賀
県
、

静
岡
県
、
茨
城
県
、
千
葉
県
、
東

京
都
の
人
達
と
、
県
内
役
員
１６
名

で
あ

っ
た
。

懇
親
会
は
六
時
過
ぎ
か
ら
始
め

ら
れ
、
宿
の
御
馳
走
に
舌
づ
つ
み

し
な
が
ら
宿

の
主
人
の
栃
本
部
落

の
話
か
ら
自
己
紹
介
で
は
じ
ま
り
、

全
員
の
か
く
し
芸
あ
り
、
カ
ラ
オ

ケ
大
会
も
は
じ
ま
り
、
楽
し
い
夕

食
の

一
時
が
過
ぎ
、
想
い
出
の
話

に
花
が
咲
き
、
話
は
な
か
な
か
終

ろ
う
と
し
な
い
が
、
遠
方
か
ら
の

参
加
、
ま
た
明
朝
は
早
い
起
床
で

も
あ
る
の
で
早
め
に
床
に
入

っ
た
。

第
二
日
目
の
朝
は
霧
に
つ
つ
ま

れ
た
渓
谷
に
、
小
鳥
の
さ
え
ず
る

声
で
目
覚
め
た
。
宿

か
ら
の
望
み

は
傾
斜
し
た
面
に
立
て
ら
れ
た
栃

本
部
落
に
霧
が
流
れ
、
山
水
の
美

そ
の
ま
ま
の
風
景
を
う

つ
し
出
し

て
く
れ
た
。
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て

一
路
三
国
峠

へ
向

っ
た
一
車
は

一
復
の
兆
候
が
見
ら
れ
、

朗
る
さ
を

¨
い
く

つ
も
の
話
ハ

左
右
に
ゆ
れ
山

っ
た
道
に
も
、
時

一
増
し
、
雨
具
を
着
け
る
程
で
も
な

一
昔
の
話
に
花
が
降

々
の
風
景
あ
り
、
車
窓
が
ら
の
腑
一
か

っ
た
。
天
候
が
良
け
れ
ば
見
晴

一
る
の
も
し
ば
し
ま

め
は
ヵ
変
サ
は
ら
し
卜
¨
中
双
里

一
し
の
主
い
峠
で
み
る
が
表
に
つ
つ

一
た
。

お
め
で
と
う

ご
ざ

い
ま
す
／

県
岳
連
の
会
長
を
さ
れ
て

い
る
清
水
武
甲
氏
が
、
こ
の

度

（
昭
和
５８
年
秋
の
叙
勲
）
、

勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

・２
月
２２
日
会
長
の
祝
賀
式

典
が
秩
父
市
内
で
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

曲

っ
た
道
に
、
左
右
に
ゆ
ら
れ
な

一
栽
杜
松
が
私
達
を
迎
え
て
く
れ
た
。
一
に
聞
こ
え
て
く
る
。
私
達
の
下

っ

一
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
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、田

理
事
長

文

　

男

国体山岳競技関東地区大会開会式

昭
和

５８
年
度

の
第

３８
回
国
民
体

育
大
会
関
東
地
区
大
会

の
登
山
競

技

は
、
私
共
埼
玉
岳
運
が
運
営

に

あ
た
り
ま
し
た
。

国
体

の
登
山
競
技
も
、
得
点
化

が
よ
う
や
く
世
間
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
注
目
を
浴
び

て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、

で
き

る
限
り
公

平
に
運
営

し
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
、

コ
ー

ス
は
早
く

か
ら
公
開

致

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
４
月
ご

ろ
か
ら
各
県

の
方

々
が
偵
察

に
み

え
た
り
も
し
ま
し
た
。

ご
承
知
の
よ
う
だ
、
二
子
山
系

¨

が
会
場
で
す
の
で
小
鹿
野
町
に
は

一

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
厚

一

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
¨

開
催
は
炎
天
下
の
８
月
で
す
の

一

で
、
万

一
に
備
え
な
け
れ
ば
と
い

¨

う
事
で
、
救
護
対
策
に
は
万
全
を

一

期
し
ま
し
た
。
通
信
網
を
各
地
に

¨

配
備
し
、
逃
げ
道
に
は
車
を
手
配

一

し
て
お
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
　
¨

少
年
男
子
、
少
年
女
子
の
パ
ー
テ

一

ィ
ー
が
歩
行
不
能
に
な

っ
た
ケ
ー

一

ス
も
あ
り
ま
し
た
が
、
救
助
に
全

一

く
時
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一

５７
年
末
か
ら
開
催
月
の
８
月
ま

一

で
何
十
回
と
な
く
コ
ー
ス
調
査
を

¨

行

っ
た
た
ま
も

の
と
思

い
ま
し
た
。
一

数
多
く
山
に
入

っ
て
下
さ

っ
た
県

内
役
員

の
方

々
に
お
礼
申

し
上
げ

ま
す
。

幸
い
、
本
県
か
ら
は
成
年
女
子

が
始
め
て
予
選
を
通
過
し
、
本
番

群
馬
国
体

へ
の
参
加
権
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
も
、
本
番
で
は
第
８
位
と

な
り
、
皇
后
杯
で
３
点
確
保
し
て

く
れ
ま
し
た
。

来
年
は
山
梨
で
す
。
が
ん
ば
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

正
　
男

関
東
大
会

（
ミ
ニ
国
体
）
は
昭

¨

和
５８
年
８
月
５
日
１
７
日
ま
で
の

一

三
日
間
、
埼
玉
県
小
鹿
野
町
、
西

¨

秩
父
二
子
山
系
で
行
わ
れ
た
。　
　
¨

参
加
チ
ー
ム
は
成
年
女
子
六
チ

一

―
ム
、
少
年
男
子
六
チ
ー
ム
、
少

一

年
女
子
四
チ
ー
ム
で
真
夏
の
太
陽

¨

の
下
で
競
技
は
開
催
さ
れ
た
。　
　
¨

岩
登
り
競
技
は
二
子
山

ロ
ー
ソ

¨

ク
岩
正
面
約

４０

ｍ

（
３
１
４
級
）

一

の
ル
ー
ト
で
行
わ
れ
、
各
県
代
表

¨

選
手

（
一
チ
ー
ム
３
名
）
は
技
術
、
一

ス
ピ
ー
ド
あ
り
実
に
素
晴
し
い
競

¨

技
を
見
せ
て
く
れ
た
。　
　
　
　
　
¨

縦
走
は
成
年
女
子
、
少
年
男

・

女
と
も
志
賀
坂

コ
ー
ス
に
て
行
わ

れ
た
が
、
暑
さ
の
た
め
特
区
間
を

ク
リ
ヤ
ー
出
来
な
い
で
棄
権
し
た

チ
ー
ム
や
、
制
限
時
間
を
オ
ー
バ

―
し
、
全

コ
ー
ス
を
歩
行
時
間
点

内
に
入
れ
な
い
チ
ー
ム
が
ぁ

っ
た
。

こ
れ
は
暑
さ
の
た
め
ば
か
り
で
は

な
く
、
体
力

・
技
術
な
ど
の
問
題

が
あ
る
と
思
う
が
各
県
代
表
選
手

は

一
杯
に
戦
か

っ
た
。

踏
査
競
技
は
、
成
年
女
子
は
茅

の
坂

コ
ー
ス
に
て
行
わ
れ
、
岩
登

り
競
技
終
了
後
、　
ロ
ー
ソ
ク
岩
基

部
よ
リ

ス
タ
ー
ト
、
暑
さ
の
た
め

全

コ
ー
ス
を
制
限
時
間
内
に
入
れ

た
県
は
ニ
チ
ー
ム
だ
け
で
あ

っ
た
。

少
年
男

。
女
は
観
音
山

コ
ー
ス

に
て
行
わ
れ
、
こ
の
日
も
暑
い
た

め
に
棄
権
チ
ー
ム
又
は
制
限
時
間

内
で
入
る
チ
ー
ム
が
少
な
く
各
県

の
差
が
だ
い
ぶ
出
た
。

以
上
簡
単
に
各

コ
ー
ス
の
概
要

を
述
べ
た
が
、
今
回
の
ミ

ニ
国
体

は
真
夏

の
炎
天
下
で
行
わ
れ
、
こ

の
暑
さ
で
は
参
る
選
手
が
多
勢
出

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い

た
が
、
や
は
り
各
県
と
も
に
体
力

の
差
が
見
ら
れ
、
こ
れ
は
暑
さ
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
、
日
頃
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
だ
と
痛
感
し

た

。

競

武 技

井
馨
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＊
事

務
　
局

◆
部
長
会
議
　
５８

，
４

・
３

１
．全
日
本
登
山
体
育
大
会
要
項

作
成

２
．
ミ
ニ
国
体

コ
ー
ス
選
定
会
議

◆
ミ
ニ
国
体
代
表
者
会
議

５８

・
４

・
１０
　
岸
記
念
体
育
会

館
◆
５８
年
度
理
事

・
評
議
員
総
会

５８

・
５

¨
２５
　
ス
‐ポ
‐
ツ
研
修

セ
ン
タ
ー

．
５７
年
度
事
業
報
告

２
．

５７
年
度
決
算
報
告

３
５８
年
度
事
業
計
画
案

４
５８
年
度
予
算
案

◆
部
長
会
議
　
５８

・
６

・
１

ミ
ニ
国
体
各

コ
ー
ス
別
責
任
者

決
定

◆
第
２２
回
全
日
本
登
山
体
育
大
会

５８

・

６

・

・７

１

・９

Ａ
コ
ー
ス
　
栃
本
―
甲
武
信
岳

Ｂ
コ
ー
ス
　
栃
本
―
十
文
字
峠

◆
部
長
会
議
　
５８

・
６

一
２２

ミ
ニ
国
体
準
備
会

◆
審
判
員
会
議

（
小
鹿
野
町
）

５８

，

７

・

２

１

３

◆
小
鹿
野
町
教
育
委
員
会
と
打
合

せ
会
議
　
５８

・
７

¨
５

◆
県
実
行
委
員
会
開
催

５８

，

７

・

・５

◆
審
判
員
会
議

（
小
鹿
野
町
）

５８

・

７

一

２３

◆
国
体
関
東
プ

ロ
ッ
ク
大
会
開
催

田

・
８

・
５
１
７

場
所
　
一
一子
山
周
辺
に
て

成
績

1

茨

城

埼

　
玉

神
奈
川

Ｊ
購
子

千

葉

山

梨

栃

木

少
騎
子

千

葉

栃

木

茨

城

少
鱗
子

本
県
出
場
選
手

監
督
　
根
岸
清
身

選
手
　
塩
谷
寿
子

。
佐
藤
栄
美

″
　

米
川
琴
江

少
年
男
子

（
狭
山
ケ
丘
高
）

監
督
　
桑
原
哲
也

選
手
　
伊
井
　
豊

・
内
田
幸
雄

″
　

井
戸
沼
勇

◆
理
事
会
　
５８

。
９

ｏ
２７

全
日
本
登
山
大
会
、
ミ
ニ
国
体

報
告

県
体
登
山
大
会
に
つ
い
て

◆
３８
回
国
体
山
岳
競
技

５８

。
‐０

。
‐６
１
・９

（
群
馬
県
）

本
県
出
場
選
手

成
年
男
子

監
督
　
関
根
　
進

選
手
　
松
崎
　
達

。
会
田
徳
雄

″
　

森
　
吉
寛
　
・

成
年
女
子

監
督
　
根
岸
清
身

選
手
　
塩
谷
寿
子

・
佐
藤
栄
美

″
　

佐
々
木
香

尚
成
年
女
子
は
総
合
で
八
位
に

入
賞
。

◆
県
体
登
山
大
会
　
５８

・
・０

・
３０

場
所
　
一
一子
山

団
体

１
位
　
深
谷
市

２
位
　
川

口
市

３
位
　
熊
谷
市

個
人
男
子

１
位
　
松
崎

２
位
　
菊
地

３
位
　
長
島

個
人
女
子

１
位
　
設
楽
百
合
子

２
位
　
士
口
個
　
弘
美

３
位
　
斎
藤
　
公
子

◆
理
事
会
　
５８

・
‐２

・
Ｈ

冬
山
リ
ー
ダ
ー
会
議
、

開
催
に
つ
い
て

深
谷

深
谷

本
庄

講
演
会

桶
川
市
山
岳
連
盟
加
盟
承
認
に

つ
い
て

◆
冬
山
り
１
ダ
ー
会
議

・
講
演
会

（
講
師

・
斎
藤

一
男
氏
）
開
催

５８

・
・２

・
Ｈ
　

ス
ポ
‐
ツ
研
修

セ

ン
タ
ー

◆
積
雪
期
講
習
会
及
び
指
導
員
検

定
会

（
富
士
山
）

５９

。
２

・
Ｈ
Ｉ
・２

◆
雪
洞
講
習
会

（
谷
川
岳
）

５９

。

３

・

３

１

４

事
務
局
長

。
大
野
幾
雄

挙

挙

挙
挙

挙
・

挙
挙

挙
挙

挙

挙

挙

挙

挙

清
　
深
谷

秀
夫
　
川
口

睦
夫
　
熊
谷

＊
指

導

部

■
山
協
指
導
員
研
修
会

（
氷
雪
技
術
）

昭
和
５８
年
３
月
１９
日
１
２．
日
に

か
け
て
、
富
士
山
五
合
日
以
上
で

指
導
員
の
研
修
と
検
定
が
実
施
さ

れ
た
。

趣
旨
は
各
県
の
中
堅
指
導
員
を

中
心
と
し
て
、
指
導
員
の
資
質
の

向
上
と
均
衡
を
は
か
る
と
と
も
に
、
¨

公
認
指
導
員
検
定
会
の
検
定
員
の

一

育
成
な
ら
び
に
指
導
要
領
の
研
修

一

と
い
う
こ
と
だ
が
、
内
容
は
、　
二

日
は
富
士
山
の
登
頂
、　
一
月

‐
は
積

一

雪
期
に
お
け
る
確
保
技
術
の
研
修

一

と
二
種
指
導
員
の
検
定
だ
っ
た
。　
¨

参
加
者
は
東
北
か
ら
九
州
ま
で
一

５０
名
近
く
指
導
員
の
参
加
が
あ
り

¨

も
り
あ
が
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
¨

確
保
は
ス
タ
ン
デ

イ
ン
グ
ア
ッ

ク
ス
ピ
ン
ー
と
コ
ン
テ
ニ
ア
ス
で

の
大
阪
方
式
で
の
確
保
を
常
任
指

導
員
を
中
心
に
グ
ル
ー
プ
に
分
れ

て
研
修
す
る
。

宮
崎
県
な
ど
は
地
区
指
導
員
も

参
加
さ
れ
、
か
な
り
熱
心
だ

っ
た
。

滑
落
停
止
技
術
な
ど
も
指
導
教
程

と
少
し
づ

つ
変

っ
て
き
て
い
ま
す

の
で
、
指
導
員
は
ぜ
ひ
参
加
し
て

下
さ
い
。

今
年
は
富
士
の
雪
も
し
ま

っ
て

い
て
、
前
夜
ア
イ
ゼ
ン
の
ツ
メ
を

ヤ
ス
リ
で
と
い
で
い
た
人
が
多
勢

い
た
の
が
印
象
的
だ

っ
た
。

雪
洞
講
習
会

谷
川
岳
西
黒
尾
根

昭
和
３
年
３
月
５
日
１
６
日

例
年
の
事
業
の

一
つ
て
あ
る
雪

洞
講
習
会
を
行
な

っ
た
。

今
年
は
“
名
近
い
参
加
者
が
あ

っ
た
。
幸
手
山
岳
会
、
熊
谷
岳
友

会
、
川

口
岳
連
等
で
ｌｏ
名
近
い
会

員
の
参
加
が
あ
り
も
り
あ
が
る
。

雪
洞
は
各
会
ご
と
に
作

っ
て
も

ら

っ
た
。
全
体
的
に
大
き
な
雪
洞

が
多
く
、
居
住
性
が
よ
く
作
ら
れ

て
い
た
。

雪
洞
よ
り
む
し
ろ
翌
日
の
谷
川

登
頂
の
方
が
楽
し
み
に
参
加
し
た

人
も
お
り
、
朝
起
き
て
、
天
気
が

良
い
の
で
最
高
だ

っ
た
。

帰
り
の
列
車
の
時
間
も
あ
る
の

で
、
予
定
時
間
ま
で
の
登
山
だ

っ

た
が
、
ラ
ッ
セ
ル
に
時
間
が
か
か

り
、
頂
上
か
ら
３０
分
手
前
と
い
う

所
で
下
山
し
た
。

後
続
パ
ー
テ
ィ
ー
が
私
達

の
ラ

ッ
セ
ル
に
感
謝
し
て
登

っ
て
行

っ

た
。次

回
は
各
会
と
の
交
流
時
間
を

も

っ
と
多
く
持

つ
よ
う
考
え
た
い

と
思
う
。

指
導
部
長

・
尾
熊
峰
雄
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＊
道
　
対
　
部
　
　
　
　
　
　
　
一
り
、
続
い
て
岐
阜
県
山
岳
運
盟
会

通
　
対
　
部
　
　
　
　
　
　
　
一
り
、
続
い
て
岐
阜
県
山
岳
運
盟
会

恒
例
の
各
山
リ
ー
ダ
ー
会
議
を

一
長

・
細
喜
代
和
氏
よ
り
、
秘
境
飛

年
も
１２
月
Ｈ
日
上
尾
市
の
県
立

¨
騨
白
川
郷
に
全
国
か
ら
こ
の
よ
う

名‐ポ”げ刺彬赦参ン”国資硼濯“呼獣帥約５８参『鯖い時綱酢藤顔

今
年
度
の
講
師
は
山
学
同
志
会

一
会
自
然
保
護
委
員
総
会
を
当
県
に

長
の
斉
藤

一
男
氏
、
斉
藤
先
生

一
て
開
催
い
た
だ
け
る
こ
と
に
相
成

日
山
協
副
会
長
で
都
岳
連
会
長

一
り
、
誠
に
嬉
し
く
光
栄
に
存
じ
ま

も
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
一
す
。
飛
騨
白
川
郷
尊
白
山
の
登
山

今
回
も
、
記
念
品
と
し
て
埼
玉

¨
基
地
で
あ
り
、
巨
大
な
合
掌
家
屋

Ｅ

ヽ
＞
７
Ｅ
ぴ
ｌ
Ｄ

″
旨

１
て

¨
１
に
て
た
１
電
Ｃ
コ
ら
■
６
甘

ハ

今
年
も
１２
月
Ｈ
日
上
尾
市
の
県
立

一
騨
白
川
郷
に
全
国
か
ら
こ
の
よ
う

ス
ポ
＝
ン
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。一
に
沢
山
の
参
加
者
が

一
同
に
集
ま

７０
名
近
い
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。一
り
、
昭
和
５８
年
度
の
日
本
山
岳
協

会
長
の
斉
藤

一
男
氏
、
斉
藤
先
生

一
て
開
催
い
た
だ
け
る
こ
と
に
相
成

は
日
山
協
副
会
長
で
都
岳
連
会
長

一
り
、

岳
運
か
ら
斉
藤
先
生
の
″岩
と
人
た
と
大
家
族
制
度
で
知
ら
れ
る
古
い

の
初
版
定
価
二
八
〇
〇
円
を
無
料

¨
歴
史
と
伝
統
を
秘
め
、
こ
こ
に
住

で
提
供
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
一
む
里
人
た
ち
も
素
朴
な
が
ら
、
人

こ
の
費
用
は
５６
年
に
甲
斐
駒
で

¨
情
味
の
厚
さ
も
今
も
残
さ
れ
て
お

遭
難
さ
れ
た
浦
和
山
岳
会
、
あ
ゆ

一
り
ま
す
。
委
員
の
皆
様
に
全
国
か

む
山
の
会
の
家
族
か
ら
カ
ン
パ
が

一
ら
お
集
ま
り
頂
き
ま
し
て
、
こ
の

あ
り
ま
し
た
。
な
お
当
日
は
、
両

一
白
川
郷
の
景
勝
地
で
の
自
然
保
護

会
で
出
し
た
本

″
３
人
の
踏
跡
″　
一
に
つ
い
て
、
御
討
議
下
さ
る
こ
と

も

一
冊
ず

つ
参
加
者
に
プ
レ
ゼ
ン

一
は
岐
阜
岳
連
と
い
た
し
ま
し
て
も

卜
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
一大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
、
と
挨
拶

遭
対
部
長

・
井
古
田
忠
男

一
が
あ
つ
、
二
月
間
の
日
程
で
開
催

一
さ
れ
ま
し
た
。

＊
自
然
保
護
部
　
　
　
　
　
　
一　
第
一
日
各
県
代
表
発
表

自
然
保
護
委
員
総
会
　
　
　
　
一

（岐
阜
県
）
白
山
ス
ー
パ
ー
林

日
本
山
岳
協
会
昭
和
５８
年
度
自

道̈
昭
和
５．
年
開
通
い
登
山
者
三
万

然
保
護
総
会
は
、
去
る
昭
和
５８
年

一人
程
度
に
減
少
し
て
い
る
。

１０
月
η
日
、

２３
日
の
両
日
に
わ
た

一

（福
島
県
）
現
在
ス
キ
ー
場
が

り
、
岐
阜
岳
連
が
主
管
と
な
り
、　
〓
一ケ
所
あ
る
が
、
さ
ら
に
三
ケ
所

岐
阜
県
大
野
郡
自
川
村
大
窪
に
於

一検
討
し
て
い
る
の
で
計
画
前
に
阻

て
ヽ
中
央

・
全
国
２０
都
道
府
県
か

一止
し
て
行
き
た
い
。

ら
の
自
蒸
保
護
委
員
６０
名
が
参
加

一

（京
都
府
）
八
丁
平
登
山
者
と

し肛瑚山―催膝肺数れ羅ｒ護委員
一岬晰鴨諏は湯籟か囀減」「“

長

・
山

口
善
弘
氏
よ
り
挨
拶
が
あ

一

（栃
木
県
）
昭
和

５８
年
１０
月

１５

で
も
あ
り
ま
す
。

日
奥
鬼
怒

ス
ー
パ
ー
林
道
開
発
着

手

（
秋
田
県
）
青
秋
林
道
開
発
着

手

（
長
野
県
）
別
荘
地
の
開
発
が

非
常
に
多
く
な

っ
て
い
る
。

（
官
城
県
）
霧
島
の
乱
開
発
は

大
規
模
で
あ
る
。

（
兵
庫
県
）
六
甲
山
ド
ラ
イ
バ

―
に
よ
る
空
缶
が
谷
に
多
い
。　
　
一

（
日
山
協
）
ヒ
マ
ラ
ャ
登
山
も

一

ゴ
ミ
の
処
理
又
は
自
然
保
護
に
つ
¨

い
て
も
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。　
¨

第
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（山
梨
県
）
レ
イ
ン
ジ
ャ
ー
組
一

織
を
作
り
、
今
年
で
八
年
が
過
ぎ
、̈

今
年
度
の
予
算
額
四
百
万
円
、
二

，

人

一
組

で
７
月

１
日
１

１０
月

３‐
日

一

ま
で
活
動
、
岳
連
に
脇
名
配
置
さ

一

れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
¨

（大
阪
府
）
清
掃
ハ
イ
キ
ン
グ

¨

実
施
。
大
阪
築
城
四
百
年
ま
つ
り

一

協
賛
、
大
阪
城
天
守
閣
屋
根
の
ク

一

リ
ー
ニ
ン
グ
五
層
の
屋
根
お
よ
び

¨

鱗
は
こ
の
洗
浄
作
業
者
数
が
調
名
、一

う
ち
女
性
２０
名
。　
　
　
　
　
　
　
¨

（埼
玉
県
）
本
年
６
月
秩
父
岳

¨

連
で
は
、
営
林
署
、
警
察
署
が
一
¨

体
と
な
り
動

・
植
物
の
盗
難
防
止

¨

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。
又

Ｈ
月
末
日
に
は
、
清
掃

ハ
イ
キ

ン

グ
を
行
う
事
を
報
告
致
し
ま
し
た
。

会
議
終
了
後
白
山

ス
ー
パ
ー
林

道
及
び
合
掌
の
里
を
見
学
し
て
無

事
終
了
致
し
ま
し
た
。

昭
和
５８
年
度

一
斉
清
掃
登
山
を

終

っ
て

本
年
度
の
清
掃
登
山
は
、

■
月

２７
日
秩
父

・
武
甲
山
を
中
心
に
９

団
体
２０
名
他
１
名
に
よ
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

西
武
秩
父
線
横
瀬
駅
前
か
ら
各

車
に
分
乗
し
て
生
川

へ
着
い
た
の

が
９
時
半
を
少
し
回

っ
て
い
た
。

冷
込
み
が
強
い
の
か
道
端
の
水
た

ま
り
も
厚
い
氷
が
張
り
詰
め
て
い

た
。早

速
信
越
ポ
リ

マ
ー
よ
り
戴
い

た
ポ
リ
袋
を
各
人
に
配
布
し
、

い

よ
い
よ
清
掃

の
開
始

で
あ
る
。
古

一

い
登
山
道
も
登
山
者

が
少
な
い
の

¨

か
、

マ
ナ
ー
が
良
く
な

っ
た
の
か

一

と
て
も
き
れ
い
な
表
参
道
で
あ
る
。
一

マ
ス
釣
り
場
を
過
ぎ
て

一
段
と

¨

急
な
登
り
に
か
か
り
生
川
と
の
分

岐
点
を
過
ぎ
、
薄
暗
い
杉
林
を
抜

け
る
と
コ
ー
ス
が

一
部
変

っ
て
ま

も
な
く
最
後
の
急
登
す
る
と
山
頂

で
あ
る
。

神
社

の
両
側

は
非
常

に
汚
れ

て

い
た
。
何

ん
の
た
め
に
荷
上
げ

し

た
の
か
、

お
そ
ら
く
ボ

ッ
カ
で
あ

ろ
う
。
吉
本
が
数
百
キ

ロ
も

あ
り

そ
の
他
ゴ

ミ
の
山
で
あ

っ
た
が
、

穴
を
掘

っ
た
り
消
却

し
た
り
、
ま

た
た
く
ま
に
き
れ

い
に
な

っ
た
。

昼
食
を
取

っ
て
か
ら
、
小
持
山

よ
り
大
持
山
、
妻
坂
峠
の
コ
ー
ス

を
と

っ
た
。
小
持
山
の
山
頂
で
は

植
木
ド
ロ
に
出
合

っ
た
。
す
で
に

八
潮
ツ
ツ
ジ
が
数
本
抜
か
れ
て
い

た
た
め
注
意
を
し
て
元
の
所
に
植

え
て
来
た
。

大
持
山
か
ら
生
川

へ
着
い
た
の

が
４
時
半
頃
で
無
事
終
了
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
参
加
し
て
戴

い
た
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る

と
共
に
来
年
度
も
計
画
致
し
ま
す

の
で
多
数
の
参
加
者
の
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自
然
保
護
部
長

・
新
井
宏
司

あ

と

が

き

◇
５８
年
度
も
、
間
も
な
く
終
ろ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。

全
国
各
地
か
ら
、
苔
む
す
原
生

林
の
奥
秩
父
に
、
多
く
の
岳
人
を

お
迎
え
し
て
の
全
日
本
登
山
大
会
、

そ
し
て
炎
天
下
の
中
で
行
わ
れ
た

国
体
関
東
プ

ロ
ッ
ク
大
会
等
も
、

各
地
区
岳
連
の
ご
協
力
に
よ
り
、

無
事
成
功
裡
に
終
了
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
今
後
も
さ
ら
に

県
岳
運
充
実
の
為
に
、
ご
支
援
ご

協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
　

　

（
大
久
保
）


